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日
頃
よ
り
新
風
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
、ま
た
、ご
指
導
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
平
均
気
温
は
、気
象
庁
に
よ
る
と
１
８
９
８
年
に
統
計
を
開
始
し
て

以
来
最
も
暑
い
夏
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、本
当
に
暑
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、変
わ
ら
ず
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
が「
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、地
球

沸
騰
の
時
代
が
来
た
」と
表
現
し
た
こ
と
が
、日
本
だ
け
で
な
く
地
球
全
体
を
覆
う

極
め
て
深
刻
な
現
状
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
と
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、７
月
23
日
に
群
馬
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
、山
本
一
太
知
事
が
２
回
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
新
風
会
と
し
て
も
所
属
議
員
が
全
力
で
応
援
し
、当
選

の
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、ひ
と
え
に
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と
を
引
き
続
き
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
、政
治
に
対
す
る
期
待
と
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、一
層

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
風
会
の
19
人
の
議
員
は
、市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
、市
政
全
般
に
わ
た
り
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
７
日
か
ら
27
日
ま
で
の
21
日
間
、

令
和
５
年
度
第
４
回
定
例
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
定
例
会
は
令
和
４
年
度
決

算
の
認
定
議
案
が
主
な
議
題
で
し
た
。

　

報
告
２
件
、決
算
認
定
議
案
、補
正

予
算
議
案
、教
育
長
任
命
同
意
議
案
、

議
員
提
出
議
案
な
ど
22
件
が
上
程
さ
れ
、

す
べ
て
認
定
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、意
見
書
案
１
件
も
可
決
さ
れ
、請

願
３
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、開
会
の
冒
頭
で
、去
る
６
月

30
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
前
教
育
長
の

飯
野
眞
幸
様
に
出
席
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
ま
た
、最
終
日
に
は

新
教
育
長
と
し
て
、小
林
良
江
氏
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
最
終
日
９
月

27
日
に
、新
風
会
を
代
表

し
て
賛
成
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
上
程
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、議
案
第
95
号

「
令
和
４
年
度
高
崎
市
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
」お
よ
び
議
案
第
96

号「
令
和
４
年
度
高
崎
市

水
道
事
業
会
計
及
び
高

崎
市
公
共
下
水
道
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び

決
算
認
定
に
つ
い
て
」の
２

議
案
に
対
し
、詳
し
く
理

由
を
述
べ
た
う
え
で
、賛

成
す
る
旨
を
表
明
す
る

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
ご
報
告

一 般 会 計 決 算 報 告

特 別 会 計

令和 4 年度に実施した主な事業

歳入総額：1,802億6,985万円

歳出総額：1,727億2,601万円

国民健康保険事業 355億 3,351万円 351億 4,272万円
介護保険 369億 5,142万円 361億 188万円
牛伏ドリームセンター事業 1億 1,222万円  9630万円
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 1億 1,304万円  2,141万円
後期高齢者医療 54億 4,805万円 54億 751万円
農業集落排水事業 1億 4,742万円 1億 4,662万円

教育と人づくり
•全小中学校への英語指導助手の配置 ････････････････3億 9,179万円
•ヤングケアラー SOSサービス事業 ･････････････････････  1,294万円
•小中学校のトイレ洋式化、体育館空調設備設置 ･･･････4億 989万円

産業の振興
•高崎ブランド・シティ・プロモーション ･････････････････  6,000万円
•中小企業就職奨励金 ･････････････････････････････････  2,650万円
•職場環境改善助成 ････････････････････････････････1億 9,226万円

文化と歴史を活かした創造的な高崎
•高崎光のページェント ･･･････････････････････････････  4,200万円
•高崎市民スポーツパーク（仮称）整備事業（繰越含む）･････  8,411万円
•上野国多胡郡正倉跡保存整備事業 ･････････････････････  4,413万円

やさしい眼差しに満ちた市政
•子育てSOSサービス事業 ･････････････････････････････  3,101万円
•おとしよりぐるりんタクシー運行 ･･････････････････2億 4,166万円
•24時間365日の市内小児救急医療体制 ･････････････････  4,349万円

新型コロナウイルス感染症への対策
•医療提供体制整備に対する支援 ････････････････････8億 5,731万円
•新型コロナウイルス病原体検査費の助成 ････････････5億 4,084万円
•感染症入院患者医療費の助成 ･･････････････････････2億 9,794万円

合併した地域の個性を活かした魅力づくり
•新町駅バリアフリートイレ設置 ･･･････････････････････  989万円
•榛名山ヒルクライムin高崎開催 ･･･････････････････････  3,100万円
•支所地域道路維持補修費 ･･････････････････････････1億 8,191万円

安心・安全な地域社会づくり
•緊急排水ポンプ設置（繰越含む）････････････････････1億 6,114万円
•洪水浸水ハザードマップ改定 ･････････････････････････  9,460万円
•交通安全施設整備 ････････････････････････････････1億 5,083万円

大勢の人が歩き、にぎわう街
•高崎市民商品券配布 ････････････････････････････ 19億 2,297万円
•豊岡経大大橋（仮称）概略設計 ･････････････････････････  2,752万円
•高崎芸術劇場・高崎アリーナ企画誘致事業 ･･････････････  5,795万円

根岸 赴夫

賛
成
討
論

会計名 歳入 歳出

企 業 会 計

水道事業 71億 3,536万円 61億 9,404万円
簡易水道 1億 420万円 1億 4,204万円
公共下水道事業 81億 8,792万円 70億 9,297万円

会計名 収益的収入（歳入） 収益的支出（歳出）

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

　

５
月
の
臨
時
会
で
選

任
さ
れ
た
監
査
委
員

〇 

渡
辺 

幹
治 

議
員渡辺 幹治

高
崎
市
監
査
委
員

 

の
選
任
同
意

9月1日から、高崎市のLINE公式アカウントが開始しました。イベント・講座や子育ての情報から防災などの
緊急情報まで、さまざまな情報を素早くお届けします。ぜひ、右記2次元コードから友だち追加をお願いします。

高崎市のLINE公式アカウントがスタート!



高
崎
市
手
話
イ
ベ
ン
ト

 

「
ふ
れ
よ
う
手
話
に
！
楽
し
も
う
手
話
を
！
」

　

９
月
23
日
、市
民
活
動
セ

ン
タ
ー「
ソ
シ
ア
ス
」で
、と
て

も
楽
し
い
手
話
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

の
高
崎
市
手
話
言
語
条
例

に
基
づ
き
、市
民
に
向
け
た

手
話
の
理
解
及
び
普
及
促

進
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

出
演
は
、一
般
社
団
法
人
手
話
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
発
信
団ｏ
ｉｏ
ｉ（
オ
イ
オ
イ
）

の
５
人
組
。
き
こ
え
る
人
と
き
こ
え
な
い
人

の
間
に
あ
る
誤
解
や
偏
見
な
ど
の「
心
の
バ
リ

ア
」を
壊
す
た
め
、啓
発
的
な
内
容
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
を
行
って
お
り
、拠
点
で
あ

る
大
阪
の
お
笑
い
に
、ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も
交

え
て
話
を
展
開
。
参
加
者
は
自
然
と
引
き

込
ま
れ
、気
が
付
い
た
ら
会
場
が
一
つ
に
な

り
、み
ん
な
笑
顔
で
手
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
と
いっ
て
も
一
人
一
人
、聞

こ
え
方
、聞
こ
え
な
い
状
況
が
違
う
こ
と
や

「
聞
こ
え
な
い
人
と
の
意
思
疎
通
を
避
け
た

り
諦
め
た
り
し
な
い
で
」、「
伝
え
る
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」、「
あ
な
た
の
表
情

が
あ
な
た
の
気
持
ち
」と
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成
を
緊
急

要
望
し
、今
年
度
は
特

例
で
実
施
へ
！

　

新
風
会
か
ら
富
岡

賢
治
市
長
に
対
し
、89

項
目
に
及
ぶ
令
和
６
年

度
の
予
算
お
よ
び
施
策

要
望
書
を
提
出
し
、意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
増
加

傾
向
に
あ
る
現
状
に
鑑
み
、子
ど
も
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
を
緊
急
に
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、富
岡
市
長
は
、満
６
か
月
か
ら

12
歳
ま
で
の
人
に
は
、１
回
上
限
４
０

０
０
円（
１
人
２
回
ま
で
）、満
13
歳
か

ら
高
校
３
年
生
相
当
ま
で
の
人
に
は
１

回
上
限
４
０
０
０
円（
１
人
１
回
ま
で
）

の
助
成
方
針
を
決
め
、次
の
市
議
会
定

例
会
で
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
積
極
的
に
市

政
に
反
映
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、市
当
局

に
引
き
続
き
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
10
日
、も
て
な
し
広
場
で

令
和
５
年
度
高
崎
市
消
防
隊
総

合
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

場
者
は
、高
崎
市
等
広
域
消
防

局
、高
崎
市
消
防
団
、高
崎
市
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
、群
馬
県
防
災
航

空
隊
、国
立
病
院
機
構
高
崎
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
ド
ク
タ
ー
カ
ー

か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
５
２
０
人
で
し
た
。

　

世
界
各
地
で
火
災
、水
害
、大
地
震
な
ど
が
頻

発
し
て
い
る
中
、国
内
で
は
、記
録
的
な
暑
い
夏
と

な
り
、台
風
に
伴
う
線
状
降
水
帯
の
発
生
が
多
発

し
、土
砂
崩
れ
や
床
下
・
床
上
浸
水
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
の

雨
水
排
水
施
設
は
１
時
間
当
た
り
60
ミ
リ
の
降
雨

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、今
年
は
日
本
各
地
で
１
時
間
当
た
り
１
０

０
ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
も
計
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自

主
防
災
組
織
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
、広
域
消
防
局
、消
防
団
な
ど

の
組
織
力
が
頼
り
で
す
。
今
回
は
、新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、５
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、高

い
使
命
感
と
緊
張
感
に
満
ち
た
充
実
し
た
訓
練

を
披
露
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、大
変
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
心
・
安
全

を
維
持
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
内
容
は
、小
隊
訓
練
、遠
距
離

中
継
送
水
訓
練
、高
さ
30ｍ
の
10
階
建
て
の
建

物
に
対
応
で
き
る
は
し
ご
消
防
車
な
ど
に
よ
る

中
高
層
建
物
火
災
対
応
訓
練（
写
真
）、一
斉

放
水
訓
練
で
し
た
。

　

ま
た
、こ
ど
も
広
場
で
は
、来
場
し
た
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
子
ど
も
用
防
火
服
を
着
て
写

真
撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、新

生
児
難
病
検
査
費
と
、検

査
で
難
病
が
発
見
さ
れ
た

場
合
の
治
療
交
通
費
を
支

援
す
る
補
正
予
算（
１
２
０

０
万
円
）が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
県
内
初
。
こ
れ
は
新
風

会
が
執
行
部
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
き
た
も
の
で
あ
り
、前
定
例
会
の
大
河
原

吉
明
議
員
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、執
行

部
か
ら
は
支
援
実
現
に
向
け
た
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
生
児
難
病
検
査
は
、20
種
類
の
先
天

性
代
謝
異
常
に
つ
い
て
群
馬
県
の
公
費
負

担
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
９

疾
患
を
対
象
と
し
た
任
意
検
査
は
、そ
の

費
用
を
保
護
者
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
費
用
を
新
生
児
１
人
あ
た

り
１
万
円
ま
で
市
が
助
成
し
ま
す
。
難
病

が
発
見
さ
れ
て
も
治
療
で
き
る
医
療
機
関

や
医
師
が
限
ら
れ
る
た
め
、通
院
に
必
要
な

交
通
費
も
併
せ
て
支
援
し
ま
す
。

　

交
通
費
の
上
限
は
、県
内
２
０
０
０
円
、

関
東
・
甲
信
越
２
万
円
、そ
の
他
３
万
円
と

し
、年
間
４
回
ま
で
。
対
象
は
今
年
10
月

１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
の
保
護
者
。

議　

員　

石
川 　

徹

　

６
月
30
日
、４
月
の
統
一

選
挙
後
初
め
て
の
臨
時
会
が

開
か
れ
て
組
合
議
会
が
編
成

さ
れ
、正
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

高
崎
白
衣
大
観
音

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

同
日
、「
手
話
言
語
国

際
デ
ー
」に
合
わ
せ
、全
日

本
ろ
う
あ
連
盟
が「
世
界

そ
し
て
日
本
を
青
色
に
！

〜
手
話
言
語
を
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
で
輝
か
せ
よ
う
〜
」

と
、全
国
に
呼
び
か
け
て
、

約
２
４
０
か
所
で
各
都
市

の
シ
ン
ボ
ル
に
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、昨
年
に
続

き
慈
眼
院
様
の
ご
厚
意
に

よ
り
高
崎
白
衣
大
観
音

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の「
手
話
言
語
」の

認
知
度
を
促
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、世
界
の
ろ
う
者

た
ち
と
の
連
帯
を
示
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

会
派
視
察
報
告

議長

柴田 和正
副議長

丸山 和久

　

７
月
20
日
、午
後
２
時
か
ら

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工
事

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
現

在
の
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
63
年
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、老
朽
化

に
伴
い
現
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
に

新
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
決
定
し
、

令
和
３
年
８
月
に
起
工
式
が
行

わ
れ
、令
和
７
年
１
月
の
完
成

を
目
指
し
プ
ラ
ン
ト
並
び
に
建
屋
工
事
が
鋭
意
、進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
総
工
費
は
プ
ラ
ン
ト
工
事
が
１
７
８

億
円
、建
屋
工
事
が
２
２
０
億
円
で
総
額
３
９
８
億
円
、

そ
の
財
源
内
訳
は
国
か
ら
の
交
付
金
が
35
％
、起
債
と

基
金
が
55
％
、一
般
財
源
が
10
％
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

煙
突
の
高
さ
は
予
定
の
１
０
０ｍ
に
達
し
、令
和
５
年
度

末
に
は
工
事
全
体
の
進
捗
率
は
80
％
に
な
り
ま
す
。

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る「
は
る
な
梨
」の
歴
史
と
最
新
技
術

高
崎
市
消
防
隊
総
合
訓
練

　

本
市
に
は
魅
力
的
な
果
物
が
あ
り
ま
す
。
な
し
、

も
も
、ぶ
ど
う
、プ
ラ
ム…

。
ど
れ
も
私
た
ち
の
舌
を

楽
し
ま
せ
、季
節
の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
特

に
、は
る
な
梨
の
歴
史
は
長
く
、１
５
０
年
ほ
ど
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、あ
る
梨
園
の
樹

齢
１
５
０
年
の「
赤
穂
」と
い
う
一
本
の
木
。
こ
の
木

か
ら「
八
雲
」「
菊
水
」「
豊
水
」と
いっ
た
聞
き
な
じ
み

の
梨
へ
と
進
化
・
改
良
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
歴
史
あ
る
美
味
し
い
梨
作
り
の

裏
で
は
最
新
技
術
が
生
産
者
を
支
え
て
い
ま
す
。

光
の
照
射
に
よ
る
糖
度
の
測
定
や
大
き
さ
を
瞬
時

に
測
定
す
る
セ
ン
サ
ー
装
置
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
が
出
荷
す

る
梨
の
品
質
向
上
や
、仕
分
け
作
業
の
効
率
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
や
技
術
の
伝
承
と
、最
新
技
術
を
駆
使
し
、

は
る
な
の
美
味
し
い
梨
を
守
り
続
け
て
い
る
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は

頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、一
人
で
も
多
く
の
方
に
は
る
な

梨
を
食
べ
て
も
ら
い
、応
援
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
視
察

　

高
崎
市
議
会
市
民
経
済
常
任
委
員

会
で
は
７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、３

日
間
、行
政
視
察
を
行
って
き
ま
し
た
。

　

視
察
初
日
は
大
阪
府
東
大
阪
市
に

て
中
小
企
業
振
興
条
例
と
中
小
企
業

支
援
に
つ
い
て
、２
日
目
は
兵
庫
県
姫

路
市
に
て
、ス
マ
ー
ト
市
民
農
園
事
業
と
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
に
つ
い
て
、３
日
目
は
愛
知
県
豊
橋
市
に
て
、〝
穂

の
国
と
よ
は
し
電
力
株
式
会
社
〞設
立
と
経
過
に
つ
い

て
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
市
で
学
ん
だ
施
策
を
高
崎
市
に
ど
う
活
か
せ
る

か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

　

７
月
26
日
か
ら
３
日
間
、建
設
水
道
常

任
委
員
会
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
江
戸
川
区
に
お
い
て
水
辺
の

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
を
、岐
阜
県
美
濃
加

茂
市
に
お
い
て
は
、か
わ
ま
ち
づ
く
り
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
、三
重
県
四
日

市
市
で
は
、市
営
住
宅
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

新
風
会
と
し
て
も
、本
市
で
現
在
進
め
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
関
連
事
業
に
対

し
て
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
を
重
ね
て
意
見
具
申
を

行
い
、市
民
に
と
っ
て
、よ
り
良
い
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
に
な

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

８
月
10
日
、新
風
会
は
神
流

川
発
電
所（
多
野
郡
上
野
村
）、

譲
原
防
災
セ
ン
タ
ー（
多
野
郡

神
流
町
）、藤
岡
市
防
災
公
園

（
藤
岡
市
神
田
）の
３
カ
所
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
流
川
発
電
所
は
上
野
村

を
流
れ
る
利
根
川
水
系
神
流
川

の
最
上
部
に
位
置
す
る
揚
水
式
発
電
所
で
、平
成
17

年
に
１
号
機
、平
成
24
年
に
２
号
機
が
運
転
を
開
始
。

今
後
３
号
機
か
ら
６
号
機
ま
で
が
完
成
し
、運
転
す
る

と
世
界
最
大
級
の
揚
水
式
発
電
所
に
な
る
と
の
こ
と
。

　

譲
原
防
災
セ
ン
タ
ー
は
譲
原
周
辺
の
地
質
、三
波

石
の
学
習
を
通
じ
、譲
原
地
区
の
地
す
べ
り
に
関
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
歴
史
・
情
報
、そ
れ
ら
へ
の
対
策
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
。
資
料
館
隣
の
集
水

井
工
と
い
う
地
滑
り
対
策
を
行
っ
て
い
る
地
下
の
排

水
設
備
に
つい
て
も
見
学
し
ま
し
た
。
直
径
３・５ｍ
、

深
さ
10ｍ
以
上
の
集
水
井
工
を
譲
原
地
区
に
68
基

設
置
し
、地
下
水
を
逃
が
し
て
地
滑
り
の
発
生
を
食

い
止
め
て
い
ま
す
。

　

藤
岡
市
防
災
公
園
は
藤
岡
市
神
田
に
あ
る
４・１

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
防
災
公
園
で
、平
時
は
通
常
の
公
園
と

し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、視
察
時
も
親

子
連
れ
や
夏
休
み
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・
防
災
対
策
に
会
派

と
し
て
も
勉
強
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

市
長
へ 

令
和
６
年
度
予
算
・

 

施
策
を
要
望

新
生
児
難
病
検
査
費
・

 

治
療
交
通
費
の
支
援
が
決
定

高
崎
工
業
団
地

 

造
成
組
合
議
会

写真提供：前田建設工業株式会社JV



長壁 真樹

後藤 彰

青木 和也

根岸 赴夫

渡辺 隆宏

高橋 淳

渡辺 幹治

大河原 吉明

一般質問
http://takasaki.gijiroku.com/voices/g07_Shitsumon.asp

録画配信
全文掲載

※以下、質問順で掲載しております。こちらに掲載して
いる内容は、質問と答弁の一部です。全文および録画
配信が高崎市議会ホームページにて随時アップされま
すので、そちらも是非ご覧くださいませ。

暑
さ・紫
外
線
対
策
に
つ
い
て

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
。

 
医
師
と
保
健
師
が
常

駐
す
る
救
護
所
や
公
共
施

設
を
開
放
し
た
休
憩
所
の

設
置
や
、消
防
団
の
協
力

を
得
て
、神
輿
や
山
車
の

ル
ー
ト
を
中
心
に
暑
さ
を

や
わ
ら
げ
る
た
め
の
散
水

を
実
施
。
ま
た
、消
防
局

の
救
急
救
命
士
に
よ
る
救

護
隊
の
会
場
内
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、日
影
の

少
な
い
場
所
を
中
心
に
ミ

ス
ト
フ
ァ
ン
や
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
し
て
温
度
を

低
下
さ
せ
る
対
策
も
実
施
。

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

子
ど
も
神
輿
や
山
車
の
各

参
加
団
体
に
看
護
師
に
同

行
す
る
対
策
を
講
じ
た
。

 

冷
感
グ
ッ
ズ
の
使
用

に
つ
い
て
の
現
状
。

 

安
全
に
配
慮
し
必
要

に
応
じ
て
、児
童
生
徒
の
使

用
を
認
め
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
メ
ー
ル
等
で
保
護

者
に
使
用
に
つ
い
て
周
知
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。

 

小
中
学
校
で
の
サ
ン

グ
ラ
ス
や
日
傘
使
用
の

考
え
に
つ
い
て
。

 

医
師
の
指
導
助
言
を

も
と
に
児
童
生
徒
の
健
康

状
況
に
応
じ
た
個
別
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
日
傘
に
つ
い
て

も
学
校
ご
と
に
個
別
に
対

応
し
て
い
る
が
、使
用
可
と

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス

ク
ー
ル
制
度
に
つ
い
て

 

藤
岡
市
で
は
複
数
の

学
校
を
一
つ
の
学
校
運

営
協
議
会
で
ま
と
め
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
が
置
か
れ
て
い
る

が
、こ
の
よ
う
な
運
営
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
設
置
は
、状
況
に
よ
っ

て
二
つ
以
上
の
学
校
で
一

つ
の
学
校
運
営
協
議
会
を

置
く
こ
と
も
可
能
だ
が
、

基
本
的
に
は
所
管
す
る

学
校
ご
と
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
学
校

の
実
情
や
特
色
に
応
じ
て

各
学
校
の
運
営
協
議
会

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

 

本
市
で
も
今
後
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
方

の
必
要
性
や
重
要
性
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

先
行
し
て
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
た
吉
井

西
小
学
校
な
ど
は
、地
域

の
信
頼
を
得
て
い
る
方
々

が
中
心
に
な
っ
て
役
割
を

果
た
し
、充
実
し
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
例
も
あ

り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的

な
方
の
必
要
性
や
重
要
性

は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
各

運
営
協
議
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、情
報
提
供
や
情

報
共
有
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

若
者
の
地
域
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

本
市
の
若
者
の
移
住

定
住
に
向
け
た
取
り
組

み
事
例
と
発
信
方
法
は
。

 

「
中
小
企
業
就
職
奨

励
金
事
業
」ほ
か
、子
育
て

な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
の
開
設

や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

実
施
、子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
を
高
校
生
世
代

に
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、

全
国
で
も
類
を
み
な
い
子

育
て
支
援
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。
情
報
発
信
の
面

で
は
、本
市
の
移
住
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導

す
る
画
像
が
表
示
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を

実
施
し
、こ
れ
ま
で
に
約
３

千
万
回
表
示
さ
れ
て
い
る
。

 

中
小
企
業
就
職
奨

励
金
の
事
業
概
要
と

運
用
状
況
に
つ
い
て
。

 

中
小
企
業
就
職
奨
励

金
に
つ
い
て
は
、市
内
事
業

者
の
人
材
確
保
と
若
者
の

市
内
定
着
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、市
内
中
小
企
業

に
就
職
し
た
若
者
に
就
職

奨
励
金
を
交
付
す
る
も

の
。
電
子
地
域
通
貨
で

あ
る
高
崎
通
貨
に
よ
り

10
万
円
分
を
交
付
し
て
い

る
。
令
和
４
年
度
の
交
付

実
績
は
、就
職
後
６
か
月

が
経
過
し
た
10
月
か
ら

申
請
受
付
が
始
ま
り
、３

月
末
ま
で
で
２
６
５
人
に

交
付
。
交
付
さ
れ
た
高

崎
通
貨
は
、市
内
の
約
２

６
０
０
の
登
録
店
で
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

高
齢
者
向
け
買
い
物
支

援
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交

付
事
業
の
内
容
と
周
知
は
。

 

近
隣
に
店
舗
が
無
く
買
い

物
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

５
０
０
円×

26
枚（
１
か
月
）

を
配
布
、周
知
に
つ
い
て
は
区

長
さ
ん
に
周
知
し
て
い
る
。

 

お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん

タ
ク
シ
ー
の
ル
ー
ト
を
奇

数
、偶
数
日
で
見
直
し
を
、

ま
た
通
っ
て
い
な
い
地
域
に

は
買
い
物
支
援
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
事
業
を
協
議
体

や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
関

係
者
に
周
知
し
高
齢
者
の

利
便
性
を
計
っ
て
欲
し
い
。

本
市
の
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用

に
つ
い
て

 

活
用
状
況
と
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

 
広
報
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

分
野
、ま
た
危
険
箇
所
総
点

検
等
の
防
災
分
野
で
活
用
し

て
い
る
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す

る
こ
と
は
防
災
面
を
含
め
有

効
で
あ
る
が
、高
い
操
縦
技

術
や
機
材
も
日
々
性
能
も
向

上
し
て
い
く
の
で
専
門
業
者
へ

の
委
託
も
有
効
と
考
え
る
。

 

目
視
の
難
し
い
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
の
点
検
、

ま
た
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
の

装
置
に
よ
る
山
林
火
災
の

残
火
の
確
認
や
野
生
動
物

の
監
視
等
、汎
用
は
更
に

高
ま
る
こ
と
か
ら
、ド
ロ
ー

ン
活
用
に
向
け
鋭
意
研
究

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
に
お
け
る
通
級
指
導

教
室
に
つ
い
て

 

本
市
の
通
級
指
導
教

室
の
体
制
と
今
後
の
展

望
は
。

 

本
市
の
通
級
指
導
教
室

は
、中
央
教
室
、中
居
教
室
、

城
山
教
室
、金
古
教
室
、下

室
田
教
室
お
よ
び
堤
ヶ
岡

教
室
の
６
教
室
に
お
い
て
、

職
員
43
名
で
、就
学
前
の
幼

児
、小
学
生
、中
学
生
の
子

ど
も
８
９
７
名
の
指
導
を

行
い
、各
教
室
や
家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
、１
人
の
子
ど

も
に
対
し
週
１
回
ま
た
は

隔
週
で
支
援
を
行
って
い
る
。

今
後
の
支
援
の
在
り
方
は
、

利
用
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

 

通
級
指
導
教
室
に
通

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
継

続
性
の
あ
る
支
援
と
そ

の
協
力
体
制
は
。

 

各
通
級
指
導
教
室
で

は
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

対
し
て
作
成
し
た
指
導
計

画
に
沿
っ
て
指
導
を
行
い
、

そ
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、

担
当
教
員
等
が
変
わ
っ
て

も
支
援
が
適
切
に
行
え
る

よ
う
、情
報
の
確
実
な
引

き
継
ぎ
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、保
護
者
や
関
係
機

関
等
と
情
報
共
有
を
図
る

と
共
に
、必
要
に
応
じ
て
支

援
会
議
を
開
き
、協
力
体

制
を
確
保
し
て
い
る
。

 

今
後
も
増
え
続
け
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

も
、教
室
数
と
教
員
数
の

拡
充
を
し
て
ほ
し
い
。

こ
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
つ
い
て

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
等
で
子
ど
も
が

事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
か
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る「
ネ
ッ

ト
講
習
会
」や
、高
崎
及
び
高

崎
北
警
察
署
に
よ
る「
情
報
モ

ラ
ル
講
習
会
」を
各
学
校
に
お

い
て
実
施
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
と
子
ど
も
の
情
報
モ

ラ
ル
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

 

子
ど
も
へ
の
注
意
喚
起

の
取
り
組
み
は
。

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
等
を
自

分
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
、「
高
崎
市
い
じ
め
防
止
こ

ど
も
会
議
」等
に
お
い
て
、ネ
ッ

ト
い
じ
め
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止
や
対
処
の
仕
方
等

に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
を
主

体
と
し
た
協
議
を
行
って
い
る
。

 

今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

学
校
に
お
い
て
、子
ど
も
を

対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
講
習
会
や

情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、保
護
者
へ
の
啓

発
を
行
う
。
ま
た
、各
学
校
の

代
表
が
作
成
し
た「
高
崎
ル
ー

ル 

タ
ブ
レ
ッ
ト
バ
ー
ジ
ョン
」等
を

活
用
し
、子
ど
も
が
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
、安
全
に
端
末

を
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

 

市
教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
、様
々
な
変
化
に
対
応

し
て「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

の
教
育
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

本
市
の
公
園
管
理
に
つ
い
て

 

指
定
管
理
を
行
っ
て

い
る
公
園
及
び
施
設
は

ど
こ
な
の
か
。

 

「
浜
川
運
動
公
園
」、

「
上
並
榎
庭
球
場
周
辺
広

場
」、「
観
音
山
公
園
プ
ー

ル
」の
３
か
所
あ
る
。

 

直
営
管
理
と
愛
護
会

管
理
の
公
園
の
管
理
状

況
、ま
た
公
園
愛
護
制

度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

 

市
内
５
２
４
か
所
の
公

園
の
う
ち
４
０
１
か
所
は

町
内
に
あ
る
公
園
と
し
て
、

地
域
住
民
の
方
が
維
持
管

理
活
動
を
行
う
公
園
愛
護

会
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
、

清
掃
や
除
草
な
ど
の
美
化

活
動
と
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
公
園

愛
護
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

は
、公
園
愛
護
会
に
除
草

や
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

報
奨
金
を
助
成
し
て
い
る
。

 

「
ま
ち
な
か
小
さ
な

公
園
美
化
大
作
戦
５
か

年
計
画
」の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

 

新
た
に
17
か
所
の
公

園
に
お
い
て
愛
護
会
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、愛
護
会

の
手
の
届
か
な
い
範
囲
に
つ

い
て
は
業
者
に
よ
る
除
草

清
掃
を
直
営
管
理
の
公
園

も
含
め
て
行
っ
た
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改

修
は
年
間
20
か
所
を
予
定

し
て
お
り
、上
半
期
に
お
い

て
10
か
所
の
改
修
を
進
め

て
い
る
。

南
八
幡
地
区
の
公
共
施
設
整

備
に
つ
い
て

 

烏
川
２
号
緑
地
根
小
屋

エ
リ
ア
の
開
発
経
緯
は
。

 

烏
川
の
築
堤
計
画
の
推
進

に
併
せ
て
、緑
と
潤
い
の
あ
る
快

適
な
水
辺
空
間
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、平
成
４
年
に

都
市
計
画
決
定
を
行
い
、築
堤

事
業
の
進
歩
に
あ
わ
せ
て
緑
地

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、地
権

者
と
の
借
地
交
渉
を
開
始
し
た
。

 

阿
久
津
町
の
市
民
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク（
仮
称
）の
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

 

今
年
度
は
、阿
久
津
水
処

理
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
の
進
入
路

整
備
や
場
内
の
基
盤
整
備
を

引
続
き
進
め
て
お
り
、完
成
し

た
エ
リ
ア
か
ら
順
次
利
用
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

烏
川
２
号
緑
地
と
高
崎
市

民
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
連
携
な

ど
基
本
的
な
考
え
方
は
。

 

同
エ
リ
ア
の
位
置
関
係
は
、

直
線
距
離
で
約
１
㎞
で
あ
り
、

一
体
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
で
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

と
し
て
、さ
ら
に
充
実
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

 

南
八
幡
地
区
で
は
、そ
の

外
に
も
水
防
拠
点
施
設
の

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

国
と
県
と
市
の
そ
れ
ぞ
れ
大

き
な
事
業
が
進
む
が
、大
規

模
な
公
共
施
設
の
整
備
を

個
別
に
進
め
る
の
で
は
な
く
、

周
辺
の
道
路
交
通
状
況
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
ご
対
応
い
た

だ
き
、地
域
全
体
を
面
で
捉

え
た
開
発
を
お
願
い
す
る
。
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新風会所属議員一覧　～市政に関するご相談はお近くの議員まで～

　高崎市で初の本場のステージが総勢115名により上演され、連日満席となりました。本市に
とっては画期的な3日間であったと思います。そこで、高崎財団 串田千明事業企画担当部長に
お話を伺いました。

　本格的なミュージカル作品の招致は、高崎芸術劇場の開館準備時から目指
していました。何より高崎でのオペラやバレエ、ミュージカルの上演は高崎市民
にとって長年の悲願でした。
　群馬音楽センターは開館以来、全国の音楽ホールの草分けとして、さまざまな
音楽や舞台の鑑賞機会を提供してきましたが、現代のエンターテインメントやパ
フォーマンスの演出や表現に対応できないという課題を抱えるようになりました。
　一方で劇場文化に関心の高い高崎市民の要望・期待は大きく、大型舞台公
演の招致は主催公演の一大柱として注力してきました。
　海外ミュージカルのツアーは国内最大都市での上演にほぼ限られています。
そんな中での「高崎芸術劇場」という新しい劇場の知名度、存在感を高める狙
いもありました。
　外国語での上演に不安もありました。しかし、半世紀以上前に世界的に大
ヒットしていて馴染みがあり、ファンを魅了し続けている『ウエスト・サイド・ストー
リー』は、この劇場初のブロードウェイ・ミュージカル上演には格好の作品でした。
　今回の招聘関係者（主催者のTBSプロデューサー）は2019年開館の当劇
場の名を知りませんでした。海外キャストにとっては都市名さえ初耳だったこと
でしょう。
　エンタメ・メディアでは公演PRの際に開催地が紹介されますが、その中で大
都市と並び高崎が名を連ねることは、劇場・ホールという枠を超えて知名度アッ
プにつながることは確かです。なお今回は東京、高崎、大阪の3都市のみでの
上演でした。

　新プロダクションによる『ウエスト・サイド・ストーリー』のワールド・ツアーが計画
されているという情報を得たのは2021年のことで、即座に高崎での上演招致に
動き出しました。とはいえコロナ禍で通信、交渉は思うように進みません。
　招致交渉が急展開し、先行して開催を公表していた東京、大阪に加えて高
崎での上演が決定したのは今年の３月末でした。
　人気タレントが出演するわけではなく、原語上演のミュージカルを３日間で全４
回公演、約7，000席を短期間で売りさばかなければならない。通常であれば１
年程度のプロモーション展開を要するレベルです。劇場事業課スタッフ全員で
知恵を絞りました。

1ウエスト・サイド・ストーリーを招致した経緯は

～高崎芸術劇場で7月31日から3日間で計4回上演～

ブロードウエイ・ミュージカル

「ウエスト・サイド・ストーリー」大盛況

2いつから準備し、どのようにアプローチしたか

　全国紙、地元紙など通常の新聞広告に加え、お越しになるお客様の層をイ
メージして広告を手配しました。1つ例を挙げると、
●JR東日本の車内誌「トランヴェール」7月号裏表紙
　『ウエスト・サイド・ストーリー』の上演空白地を狙いました。同誌は東北、北陸
新幹線で全座席に常載されます。

3宣伝、広告、集客の取り組みは

　劇場に対してはステージ、楽屋、使いやすさなど高い評価をいただきました。
また劇場のみならず高崎の街全体が外国人メンバーに好印象でした。
　メンバーは、チケットを買ったという市民から街なかでたびたび声をかけられた
そうで、このような経験は日本ではこれまで無い経験とのことです。
　高崎には7月23日（日）から宿泊していました。駅周辺の飲食店（居酒屋、パ
ブなど）が好評のほか、榛名湖などに出かけたそう。高チャリは重宝されました。
彼らには居心地のよい街のようです。「初めて日本を好きになった」というメンバー
がいました。
　客席の反応は温かく（初回の中断トラブル時含
め）、カンパニー側の配慮により最終回のカーテン
コールは高崎オリジナル版で特別にマリアとトニー
を登場させてくれました。（写真）その結果、スタン
ディングオベーションで盛大に幕を下ろしました。
　ワールド・ツアーのドイツ人プロデューサーから当
劇場に感謝状がメールされました。日本側の招聘
会社によるとこれは異例とのことです。

5出演者の高崎市に対する印象は

　この公演に限らず、高崎芸術劇場の主催では25歳以下のお客様を対象に
した特別料金の「U－25」チケットを用意しています。若い方たちに高崎での一
生の宝物になるようなステージ体験をしてもらいたいという願いからです。
県内の複数の高校の演劇部やミュージカル部で顧問の先生が部員全員に声
をかけてくださり、団体で鑑賞にお越しになりました。終演後も紅潮した様子で
同志たちと熱く語り合っている光景も見られました。

4U-25料金を設定したことの狙いは

「ウエスト・サイド・ストーリー」ワールドツアーより　©JOHAN PERSSON


